
 

・漁労作業者 
・遊泳者 
・河川産物摂取者 
・河川岸活動者 
・漁網取り扱い作業者 

搬 出 

・放射化物 

（電磁石、鉄遮へい、加

速管、真空ﾀﾞｸﾄ、配管、

ｹｰﾌﾞﾙ、ｺﾝｸﾘｰﾄの解体物

等） 

・RI 汚染物 

（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ﾌｨﾙﾀ、ｶﾞﾗ

ｽ・薄肉金属、ｺﾝｸﾘｰﾄ、金

属塊、土砂） 

跡 地 利 用 

地下水移行 井戸水利用 

建設作業 

住 居 

河川移行 河川利用 

海面埋立 

・井戸水飲用者(19)* 
・農耕作業者（灌漑水）(20,21) 
・牧畜作業者（灌漑水）(22,23) 
・農作物摂取者（灌漑水）(24)* 
・畜産物摂取者（灌漑水）(25)* 
・畜産物摂取者（飼育水）(26)* 
・淡水魚摂取者（養殖水）(27)* 

・塩摂取者 
・漁労作業者 
・遊泳者 
・海産物摂取者 
・海岸活動者 
・風送塩摂取者 
・漁網取扱作業者 

・建設作業者(9,10) 

・居住者(11,12)* 

・農耕作業者(13,14) 
・牧畜作業者(15,16) 
・農作物摂取者(17)* 
・畜産物摂取者(18)* 

操 業 

・積み下ろし作業者(1,2)
・運搬作業者(3,4) 
・埋立作業者(5,6) 

・H-3 飛散埋立作業者(7) 
・H-3 飛散周辺居住者(8) 

埋設処分場 

※網掛けは、「原子炉施設及び核燃料施設の解体等に伴って発生するもののうち放射性物質として取り扱う必要のないものの
放射能濃度について」報告書において、対象物に起因して現実的に起こり得ると想定される全ての評価経路を考慮した上で、
他の経路と比較して線量が十分小さいと判断された経路であり、今回の検討においても除く評価経路を示す。 

( )内は評価経路 No.を示す；＊子どもについても評価する経路 

 【クリアランス判断】

 

図 3.1 RI 汚染物及び放射化物がクリアランスされた後に埋設処分される場合の評価経路 

 

図 - 91



＊は放射化物の評価に適用 

・ｽｸﾗｯﾌﾟ輸送積み下ろし作業者(10,11) 

・ｽｸﾗｯﾌﾟ輸送運搬作業者(12) 
・ｽｸﾗｯﾌﾟ前処理作業者(13,14) 

・溶融・鋳造作業者(15) 
・ｽﾗｸﾞ作業者(16) 

・加工作業者(17,18) 

[乗り物] 
・ﾄﾗｯｸ(19) 

・ｵｰﾄﾊﾞｲ(20) 
・船舶(21) 

[事務用品] 
・机(22) 

[工作機械] 
・NC 旋盤(23) 

[上下水道] 
・水道管 

・飲料水缶  

就業時 

消費財 

・再処理作業者(26,27) 

金属（再利用）

・周辺居住者(8,9) 

 
ｺﾝｸﾘｰﾄ再利用処理 

金属再使用 

建築材 

建築材 

日常時 

就業時 

日常時 

就業時 

日常時 

就業時 

[家電製品] 

・冷蔵庫(1) 

[家庭用品] 
・ﾍﾞｯﾄ(2) 
・ﾌﾗｲﾊﾟﾝ(3) 

・駐車場（ｽﾗｸﾞ）(24)

[構造材] 
・鉄筋(4) 

・駐車場(28) 

・壁材等(7) 

・電源(25)＊ 

コンクリート 
（再利用） 

搬 出 

・放射化物 

（電磁石、真空ﾀﾞｸ

ﾄ、ｺｲﾙ、鉛遮へい

等の解体物） 

・RI 汚染物 

（コンクリート、 

金属塊の解体物） 

※網掛けは、「原子炉施設及び核燃料施設の解体等に伴って発生するもののうち放射性物質として取り扱う必要のないものの

放射能濃度について」報告書において、対象物に起因して現実的に起こり得ると想定される全ての評価経路を考慮した上で、
他の経路と比較して線量が十分小さいと判断された経路であり、今回の検討においても除く評価経路を示す。 

( )内は評価経路 No.を示す 

・周辺居住者(5,6) 

 
金属再利用処理 

 【クリアランス判断】  

 

図 3.2 RI 汚染物及び放射化物がクリアランスされた後に再利用・再使用される場合の評価経路 
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・積み下ろし作業者  (1 ,2,3)

・運搬作業者 (4 ) 

・沿道住民  

（紙類・布類・木片、

ﾌﾟﾗｽﾁ ｯｸ類、動物死

体、 HEPA/R RE ﾌｨﾙﾀ、

ｶ ﾞﾗｽ･薄肉金属等）  

・溶融固化作業者  
・補修作業者  (20, 21,22)  

・積み下ろし作業者  
・運搬作業者  

・沿道住民  

溶融処理施設の運転  

大気中への飛散 
・運転作業者 
・補修作業者 ( 5,6,7)  

埋設処分場  

建設作業 跡地利用  居住  

地下水移行 井戸水利用  

・周辺居住者 (8 ,9,10)  

・農作物摂取者 (11) 
・畜産物摂取者 (12) 

大気中への飛散  

・周辺居住者 (23,24 ,25) 
・農作物摂取者  (26)  

・畜産物摂取者  (27)  

・積み下ろし作業者  
 (13,14 ,15) 

・運搬作業者  (16)  

・沿道住民 
・埋立作業者  

 (17,18 ,19) 

・積み下ろし作業者  (28) 

・運搬作業者  (29) 

・沿道住民 
・埋立作業者  

再利用 

・井戸水飲用者 

・灌漑水利用農耕作業者  

・灌漑水利用農産物摂取者 
・灌漑水利用畜産物摂取者 

・飼育水利用畜産物摂取者 

・養殖水利用水産物摂取者  

・居住者 ・建設作業者 

・農耕作業者 

・農産物摂取者  
・畜産物摂取者  

・溶融固化物再利用者  (30,3 1) 

焼却処理施設の運転  

溶融固化物 

焼却灰等  

＊網掛けの経路は、埋設処分の評価経路に包含される。  

＊網掛けの被ばく対象者は、他の経路やシナリオに包含される。  

 

 

【クリアランス判断】

【クリアランス判断】  
現状では、可燃性等の RI

汚染物に対するクリアラ

ンスレベル以下であるこ
との判断方法に課題があ

ることから、  可燃物を焼

却処理施設で焼却した後
に焼却灰をクリアランス
することを念頭においた

検討も行う。  

 
 

図 3.3 放射性同位元素の使用等に伴い発生する RI 汚染物のクリアランスレベルの算出に係る焼却処理の評価経路 
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の対象物中核種濃度（Bq/g）

同一経路において、決定論的に計算した算出結果が、中央値（P=0.5）か
ら97.5%片側信頼区間下限値（P=0.025）の間の範囲にあることを確認

確率論

累
積
確
率
（｜
）

決定論

ばらつきの想定される各評価パラメータに対し、分布幅及び分布型を設
定し、その条件に応じた評価パラメータの組み合わせ（1000ケース）によ
る線量計算結果を統計処理 【確率論的解析】

対象物に起因して線量を受ける集団のなかで線量を高く受ける人々を代
表していること、及び評価上適切かつ保守的なパラメータを選定している
ことを確認

P=0.025～0.5
の濃度範囲
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ばらつきの想定される各評価パラメータに対し、分布幅及び分布型を設
定し、その条件に応じた評価パラメータの組み合わせ（1000ケース）によ
る線量計算結果を統計処理 【確率論的解析】

対象物に起因して線量を受ける集団のなかで線量を高く受ける人々を代
表していること、及び評価上適切かつ保守的なパラメータを選定している
ことを確認

P=0.025～0.5
の濃度範囲

 
図4.1 評価パラメータのばらつき評価の方法 

※原子力安全委員会放射性廃棄物・廃止措置専門部会ウラン廃棄物埋設検討小委員会（第６回）会合配付

資料ウ検第６－１号の図１より引用 
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決定論的解析による決定経路のクリア
ランスレベル（10μSv/y相当濃度）

97.5%下限値（P=0.025）
の最小を示す評価経路

各評価経路に対
する確率論的解
析結果

97.5%下限値
の最小値

確率論的解析から97.5%下限値が最小を示す評価経路
の最小値を、「発生頻度が小さいと考えられるシナリオ」の
結果とする

その97.5%下限値の最小値に相当する線量が100μSv/y
を超えていないことを確認するため、その最小値と決定論
的解析による決定経路のクリアランスレベル（10μSv/y相
当濃度）とを比較し、97.5%下限値の最小値が1/10以下
の低い濃度ではないことを確認

評価パラメータと評価経路の組み合わせの設定であるシ
ナリオが適切かつ保守的に選定されていることを確認
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各評価経路に対
する確率論的解
析結果
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の最小値

確率論的解析から97.5%下限値が最小を示す評価経路
の最小値を、「発生頻度が小さいと考えられるシナリオ」の
結果とする

その97.5%下限値の最小値に相当する線量が100μSv/y
を超えていないことを確認するため、その最小値と決定論
的解析による決定経路のクリアランスレベル（10μSv/y相
当濃度）とを比較し、97.5%下限値の最小値が1/10以下
の低い濃度ではないことを確認

評価パラメータと評価経路の組み合わせの設定であるシ
ナリオが適切かつ保守的に選定されていることを確認

 
図4.2 シナリオ（評価パラメータ及び評価経路）の妥当性評価の方法 

※原子力安全委員会放射性廃棄物・廃止措置専門部会ウラン廃棄物埋設検討小委員会（第６回）会合配付

資料ウ検第６－１号の図１を引用 

 
 
 

確率論的解析から 97.5%下限値が最小を示す評価経路

の最小値を、「発生頻度が小さいと考えられるシナリ

オ」の結果とする 

97.5%下限値の最小値の濃度を 10 倍した 100μSv/年

相当濃度と決定論的な方法により求めたクリアラン

スレベル（10μSv/年相当濃度）とを比較し、クリア

ランスレベル（10μSv/年相当濃度）の方が 100μSv/

年相当濃度（97.5%下限値の最小値の 10 倍）よりも常

に低くなっていることを確認 

評価パラメータと評価経路の組み合わせの設定であ

るシナリオが適切かつ保守的に選定されていること

を確認 
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図 4.3 放射線治療用直線加速装置の X 線最大エネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4 放射線治療用直線加速装置における 

許容最大時間に対する実使用時間の割合
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図 4.5 PET 核種製造用サイクロトロンにおける 

自己遮へいの有無と陽子加速エネルギー 

（凡例最上の 10 は 10MeV 未満、最下の 20 は 20MeV 以上を意味する。） 
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